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申請者　　所　属
　 職　名
氏  名　　　　 　　　　　印

　兵庫県立尼崎総合医療センター倫理委員会規程第２条１号に規定する具体的な個々の医療行為等に関すること（以下、医療行為という。）に関する事項について、同第１３条の規定により申請にあたって記載が必要な事項を定める。
　申請者は申請時に本文書をチェックした上で同時に提出すること。
また、申請書、計画書、説明書、同意書の文言・数字（特に副作用）に、齟齬がないようにすること。


· 申請内容について、カンファレンス等により診療科内での合意を得ている。

· 部署長の承認を得ている。

１）患者向け説明書および同意書(様式第１－２号－１)

· 患者に説明する内容をすべて記載している。

· 医学用語を可能な限り避けて、患者が読むだけで診療行為の詳細が理解できるよう平易な言葉で記載している。

· 申請する医療行為を行わない場合について詳細な説明がある

· 合併症について、ガイドライン・論文・添付文書などの範囲で数字の記載がある。

· 費用負担に関する記載がある。
　
２）必要書類

□ 根拠となる文献（英語文献は数行のサマリー内容を計画書に記載する）

３）計画書

□ 対象者の選定方法

□ 医療行為の詳細 (投与量、副作用は数字を記載)


